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ある時期に出合えばいいが、そうでない場合は調査もれ 

が度々あった。効率の良い調査を行なう為にも、それぞ 

れの種の生活史を知ることは大切に思われる。生育期に 

おいて、イヌタヌキモとノタヌキモの区別は初めて観察 

する者にとって、現地では難しかった。色々な疑問につ 

いて、本 多 （ 1957)の報文を参考に自生地と栽培下を比 

ベながら観察した。北九州市には殖芽を形成するイヌタ 

ヌキモ、一年草といわれるノタヌキモ、年中常緑で過ご 

すが、環境の変化に敏感に対応して生活するイトタヌキ 

モが自生する0 1985〜1988^にかけて、 3種類のタヌキ 

モ類の生活史を調べ、多少の知見をうることが出来た。 

さらに検討を加えて観察を続けたいと考えている。今後 

のより詳細な研究の参考になれば幸いです。
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著者がライフワークとしてきた世界のタヌキモ属に関 

するモノグラフである。各形質や生態、地理的分布など 

に関する概説のあと、本属214種に関する詳細な記載が 

続く。類似種については識別のポイントが具体的に整理 

されている0 In troductionにもあるように、 タヌキモ 

類は押し葉標本にしてしまうと観察が困難な特徴もあり、 

多数の液浸標本と合わせ研究を進めたものであり、この 

モノグラフが完成するまでの苦労談は感動的ですらある。 

さて、その内容は我々日本の研究者にとってきわめて興 

味深く、今後の研究に対する意欲をかき立てられるもの 

である。ここでは、そのような問題を一つだけ紹介して 

おこぅ。

最近、日本ではタヌキモとイヌタヌキその分類につい 

て意見が分かれている。すなわち、小宮定志博士らの夕 

ヌキモをU. a u s tr a l isとし、イヌタヌキモはそのフォ 

ルマとする考え方と、角野らのタヌキモ U. vulgaris 

ja p o n ic a とイヌタヌキモ U .tenu icau lisは完var.

全な別種であるとする意見である。 この問題に対する 

Taylorの結論は明快である。今までタヌキモとして扱 

われてきたものもイヌタヌキモとして扱われてきたもの 

も、全て U .austra lisであって、日本にはU.vulgaris 

は産しないという。このように小宮博士の見解に近いも 

のとなっている。 しかし、私はなおこの結論に疑問を抱 

く〇今、学名の問題はさておくとしても、日本に二つの 

タイプの「タヌキモ」が現に分布し、それらは形態ばか 

りでなく生態的にも、繁殖生物学的にも明らかに異なっ 

ているという研究結果が着々と集積されつつあるからで 

ある。いったい日本に産するタヌキモの正体やいかに？ 

と言う問題が、ますます興味深いものとなってきた。

モノグラフというのは研究のひとつの到達点であると 

同時に、あらたな研究の出発点でもある。その意味で、 

これはきわめて刺激的で日本の研究者にさまざまな問題 

を投げかけているすばらしいモノグラフと言えよう。

(角野康郎）
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